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地域生態史の比較研究

1.研 究組織

研究代表者:市 川

研究分担者:荒 木

太田

重田

嶋田

光雄(京 都大学大学院人間 ・環境学研究科 ・教授)

茂(京 都大学大学院人間 ・環境学研究科 ・助教授)

至(京 都大学大学院人間 ・環境学研究科 ・助教授)

眞義(京 都大学大学院人間 ・環境学研究科 ・助教授)

義仁(静 岡大学人文学部 ・教授)

2.研 究の ね らい ・目的

近年、自然と人 間の生態史、すなわち両者の相互作用の通時的変化に対する関心が高ま って

いる。有史以来、さまざまな環境変遷を遂げてきたアフリカ大陸に関 しても、 これはとりわけ

魅力 的な研究テーマのひとつである。植民地化以降の植生変化や最近の環境変化は言うに及ぼ

ず、サハ ラの南北を結ぷ交易ルー トの消長や、10世 紀以降サヘル地域に出現 したいくつかの帝

国の興亡、 さらにはバ ントゥー ・エ クスパ ンシ ョンとして知 られる民族 の大規模な拡散などの

歴史的な大事件 も、地域の環境や生活の変化にかかわる生態史的な現象 として理解で きよう。

本研究では、 このような観点か ら、人間活動 と自然の相互作用の歴史 としての地域の生態史

を再構成 し、地域の生態環境 と固有文化の関係、それ らと外文明との相互関係を検討す る。ま

た、主と して熱帯アフ リカの諸地域の景観や生業、国家形成等の生態史的な位置づけと相互の

比較を通 して、地域の特性を生態史的に把握するとともに、そのような生態史記述の単位 とし

ての 「地域」概念の妥当性を検討する。

研究代表者及び分担者はいずれ も、これまで長年にわたって生態人類学及び文化人類学的な

現地調査 に携わる一方で、東南アジアとアフ リカの地域間比較や、衛星データ等を用いた新 し

い地域研究の方法論に関する検討を行なってきた。本研究では、従来の現地調査 と文献研究に

加えて、 このよ うな新 しい方法による地域研究の開拓を試みる。

3.平 成8年 度の研究経遇

第1回 研究会 平成8年5月23日(木)於:京 都大学アフ リカ地域研究資料センター

話題提供:StevenBrandt(UniversityofFlorida)

「エ ンセーテの起源:先 史学 と歴史学の視点か ら」

アフリカ地域研究資料セ ンターの客貝教授と して来日したプラン ト博士を招いて、バ ショウ
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科のエンセーテなどの栽培植物の起源及びそれにまつわる歴史、とくに更新世末期の1万8千

年前か ら前世紀(19世 紀)ま での間の気候変動と、植生変化、人 口増加、社会体制の:進化 など

との関連について話題提供を してもらった。

第2回 研究会 平成9年2月24日(月)於:京 大会館

「ヒ トの進化 ・石器 ・土器:東 アフリカにお ける先史学と考古学」

話題提供:

諏訪 元(東 京大学理学部)

「エチオ ピアにおける古人類調査:コ ンソ及びアワシュ中流域か らの話題」

西 田正規(筑 波大学歴史人類系)

「後期石器時代のサバ ンナ狩猟採集社会の復元」

SimiyuWandibba(UniversityofNairobi)

「土器に関する民族考古学:ケ ニアからの話題」

篠原 徹(国 立歴史民俗博物館)

「エチオ ピア南部におけるコンソの土器の製作と機能」

総合討論(司 会:太 田 至)

コメンテータ:渡 辺 毅

スチ ュアー ト・ヘ ンリ

デ ビッ ド・スプレイグ

野林厚志

まず諏訪は、エチオ ピアでの最近の発掘調査か ら、目下のところ最古の化石人類とされてい

る450万 年前のラ ミダス猿人、およびコンソで最近発掘された原人化石について話題提供 をおこ

な った。 とくに、ラ ミダス猿人の生活環境が森林であったことを指摘 し、従来の 「人類サバ ン

ナ起源説」の再検討の可能性を示唆 した。第2に 西田は、タンザニア、 セレンゲッティ国立公

園での調査 において、石器の空間的分布状態か ら後期石器時代人の移動や生活様式の復元を試

みた。第3に ワンデ ィバは、現代の土器製作 に関する資料を手がか りに して考古学的な土器文

化を復元す る際のさまざまな問題点について検討 した。そ して最後に、篠原は、エチオ ピアの

コンソの農耕社会における土器の製作 とその社会的機能について、織物の場合 と比較 しなが ら

論 じた。なお、この研究会は、アフリカ地域研究資料センターのシンポ ジウムを兼ねて、京大

会館において行なわれた ものである。
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平成8年 度には、これ らの研究会及び研究集会のほかに、以下のよ うな研究活動をおこなっ

た。

市川は、後期石器時代に中央アフリカー帯に広が った湖沼文化の発達や、同 じ地域で発達 し、

ソルガムや トウジンビエなどの多 くのアフリカ独 自の作物を生んだスーダ ン型雑穀栽培農耕文

化の起源について検討 した。 また、鉄器製作やバ ン トゥー系農耕民の広範な移動 と森林地帯へ

の移住、アジア起源の作物の導入など、多 くのアフ リカ的な文化 ・社会の特徴が形成 された後

期先史時代に関する生態史的な検討をおこなった。

また、ザイール共和国、イ トゥリの森での現地調査の結果にもとず いて、(1)人 間の食用

となる植物には光がよ くあたるところを好む二次林性のものが多いこと、(2)狩 猟採集活動

や農耕活動によってこうした二次林が森のあちこちに形成されていること、(3)キ ャンプや

集落などの居住地 には大量の食物や薪などが運び込まれ、それらが消費された後に灰や排泄物、

ゴミなどの形で有機物や ミネラルが蓄積 されること、いいかえれば、人間の居住地が森の中で

広い範囲に分散 している有機物や ミネラルを集 中させる場所となってい ること、(4)こ のよ

うに、光 と土壌の条件が改善 され、資源の リサイ クルの場となる居住地(キ ャンプ地)の 跡が

人間の移動や移住によって、森の中のいたるところに残 されていること、などを指摘 した。そ

して、これ らの移動や移住の跡を衛星画像か ら追跡することによって、人と森の相互作用 に関

す る歴史生態学的なアプローチを試みるとともに、地上での人間活動に関する ミクロな観察 と

衛星か らみたそのマクロな備鰍図を対照 させて分析することを試みた。

荒木 は、タンザニアの ミオ ンボ疎開林を中心 とした地域の土壌評価 と土地分級、及び農耕 シ

ステムを検討 し、移動を伴 う農耕活動や居住様式がこの地域の生態環境に及ぽ した影響を、衛

星データや航空写真と、地上での観察結果を対照させることによって解析 した。

太 田は、東部及び南部アフ リカのサバ ンナ地帯の代表的な生業である牧畜について、その成

立機構を人間と家畜の相互作用という観点か ら検討をおこなったほか、南部アフリカのナ ミビ

ア共和国におけるエスノ ・ヒス トリーおよび民族間関係についての検討をおこなった。

重田は、エチオ ピア高地のエンセーテ栽培を中心とする独特の農耕文化の成立機構について、

人とエ ンセーテとの相互関係 という観点か ら分析 したほか、遺伝子源供給地と しての野生種 自

生地の儀礼的保護の重要性について指摘 している。また、アフリカ起源の各種農作物の栽培化

の歴史に関する検討をおこなった。

嶋田は、西 アフ リカにおける歴史地域構造について分析を試みたのち、大西洋を経由 した交
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易及び西欧による植民地化以前には、この地域の物流及び文化交流の中心は北部のスーダ ン地

域であ ったこと、そ してこの地域は、アフロ ・ユーラシアの乾燥地帯を結ぷかつての大交易網

の辺縁部に位置 していることを指摘 した。これか ら、西洋による近代世界 システムの形成以前

には世界的な交易 システムは存在 しなか ったとするウォーラー シュタイ ン等の説を批判 し、近

代以前 にすでに上記のような内陸乾燥地帯、及びイ ン ド洋等を結ぷ世界的な交易システムが存

在 していたこと、そ して、こうしたシステムが西欧による近代世界システムによって破壊 され

たとい うことを指摘 した。嶋田はさら進んで、近代への移行期には、 ヨーロッパ も中国 も、ま

た日本 もフロンテ ィアの開発 とい う共通の問題を抱えてお り、そのような面か らアジアやアフ

リカ、ヨー白ッパ の歴史の地域間比較をおこな う必要があるとしている。

嶋田はまた、ニ ジェール川沿いの内陸デルタの乾燥化が この地域の社会及び文化に どの よう

な影響を及ぽ したかについても検討 している。

4.研 究の成果とフロンテ ィア

上記の研究活動の項にあげたように、平成8年 度は個々の地域における生態史の検討を主に

おこな ったが、その結果、次のような点が明 らかにされた。

まず、アフリカの歴史の理解にあた っては、と くに生態環境 と人間活動の相互作用 に関する

理解が不可欠である。このことは、人間の文化や社会のあり方 に生態的な環境の影響を読みと

ることと同時に、生態環境のなかにも人間活動の足跡を読む ことを意味す る。 アフリカの多 く

の地域で近年、原生的な自然の破壊や変容が急速に進んでいるが、環境に対す る人為の影響は

先史時代にも遡 ることができるのである。ただ し、そのような歴史的な人為の影響はアフ リカ

の環境 にとっては決 して壊滅的な ものではなか った点に注意す る必要がある。たとえばコ ンゴ

盆地のイ トゥリの森などの地域では、そ うした相互作用を通 じて、地域の生態環境が人商にと

ってよ り住 みやす くな ってきたという例 も存在する。

また、アフリカの地域区分に関 しては、従来から同心円状に展開す る生態ゾー ンとそれぞれ

のゾー ンで繰 り広げられている特徴的な生汚様式の存在が強調 されてきた。アフリカが 「同心

円の大陸」と形容 されるゆえんであるが、最近の先史生態学及び歴史生態学的な研究によれば、

む しろ、アフリカの環境は、先史以来何度 も乾燥化と湿潤化を繰 り返 してきた ことが明 らかに

されている。そのような環境変動 との関連において、アフリカにおける農耕起源や生業変化、

人口移動、王国の形成や衰退、交易活動の分布 と消長などの生態史的な現象を検討する必要が

ある。すなわち、アフリカにおいては、歴史の舞台である生態基盤は決 して不変 ・不動の もの
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ではな く、 自然的、人為的な要因 によって変動 してきたのであ り、アフ リカにおける歴史のあ

ゆみは、 こうした環境変動と関連させなが ら検討する必要がある。いいかえればアフリカでは、

地域性 の基盤であり、歴史記述の単位 ともなりうるような固定 した地域単位の設定が困難 とい

う事情が存在する。

また、アフリカでは、か りに生態的な区分が可能であったと して も、 これまでに人間や文化

がそれを越えて頻繁に移動 してきた。その端的な例を、紀元前1千 年紀か ら約1000～1500年 の

間に西 アフリカか ら東アフリカまで、直線距離に して4000キ ロメー トル もの距離を移動 したバ

ン トゥー系住民の拡散にみることができる。現在では、サハラ以南のアフリカの広大な地域に

分布す るバ ントゥー系住民は、半砂漠か らサバ ンナ、疎開林、熱帯雨林、スワンプ、高地 とき

わめて多様 な生態系にわたって分布 し、その生業 もサバ ンナ型の雑穀栽培農耕か ら、森林型の

根菜栽培農耕、牧畜、漁携、狩猟 と、きわめて多岐にわたっている。 また政治組織 も、村落単

位の離散的な生活を営むグループか ら首長国を形成 したグループまで、変異が大きい。それに

もかかわ らず、 これ らのバ ン トゥー系住民は、互いにきわめて近縁な言語を話 し、超 自然 的な

存在をめ ぐる観念など、文化的に多 くの特徴を共有する人びとである。

以上のような事情を考えれば、固定的な生態区分を設定 し、それにもとついた静態的な地域

単位を考え ることが、アフリカの地域性を理解するのにどこまで有効であるかは疑問である。

このような問題点を認識 した上で、それでもあえてサハラ以南のいわゆる黒アフリカの地域

区分を試み るな らば、以下のような区分が可能か も知れない。第1は 、西アフリカのいわゆる

スーダン ・サヘルを中心 とした地域で、ここはアフリカ独 自の雑穀農耕文化の起源地であると

ともに、有史以来、サハラ横断交易などを通 じて絶えず北のアラブ世界や地中海地域 と接触が

あった地域である。 ここには地域の農業や鉱物資源、そ してサハ ラの南北を結ぷ交易を背景に

して、古代ガーナ帝国をは じめ、マリ、ソンガイ、カネムーボルノな どの帝国が相次いで誕生

した。第2は 、東アフリカ沿岸部で、ここはやは り古 くか らイ ンド洋の海域ネ ッ トワークを通

して中東や東南ア ジア諸地域、さらには遠 く中国などとも結ばれていた地域である。周知のよ

うにこの海域ネ ッ トワークは、大航海時代 とそれにつづ く西欧列強によるアジア ・アフリカの

植民地化の時代には著 しくダメージを受けることになったが、歴史的には、アジア起源の作物

の伝播などを通 じて、アフリカの歴史にさまざまなインパ ク トを与えてきた。最近では、西欧

支配によって分断されてきたアジアとアフリカが西欧を経由しない新 しい関係 を模索 しつつあ

るが、両者の交流が実 は歴史的な深みを もつことを認識する必要がある。最後 に、これらのア

フ リカ大陸の辺縁部に囲まれた広大な内陸部を第3の 地域 として考え ることができよ う。この
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地域は、比較的最近まで王国などの大規模な政体形成がみられず、小世界が林立 していた空間

である。西欧による植民地支配や西欧文明の影響 もいちばん最後に訪れた。それだけに、アフ

リカの固有文化が もっとも色濃 く残る地域であ り、いわば地域研究の方法論が もっとも有効な

地域 といってよい。

本年度の成果としては、これ らのほかに方法論的な側面 もあげられる。従来の地域研究にお

いては、現地調査による事象の観察と文献研究との統合が試み られてきたが、本研究では、こ

れ らに加えて、人工衛星による画像データの解析を利用する方法が試みられた。現場での ミク

ロな人間活動の観察と衛星などによるマクロな環境把握を結合するこの方法は、 とぐに地域の

生態史を解析するのに有効で あろう。

5.今 後 の課口

今後の課題 としては≦これ まで研究者が個別に検討 してきた地域の生態史を相互に比較対照

させることである。 また、そうした作業を通 して、生態史という観点か らみたアフリカの諸地

域の特徴を把握す ることである。

さらに、そ うした成果に基づいて、他地域とくに東南アジア等の例 と比較検討 し、アフ リカ

の地域 と しての特徴を抽 出す ることであろ う。高谷は世界単位 を 「生態が卓越す る地域」、

「ネ ッ トワーク型の地域」、 「文明の支配的な地域」に分けている。 この分類 にしたがえば、

内陸アフ リカは 「生態が卓越する地域」ということになるが、ここでは東南アジアとは異な り、

必ず しも生態環境に応 じた固有の文化が見 られ るわけではない。バ ン トゥー系住民についてみ

たように、きわめて異なった生態環境に、きわめてよく似た文化をもつ人びとが生活する。そ

の一方で、同様な生態環境の 中にさまざまな文化的背景を有す る人びとが共存 しているのが、

この地域の実情である。このようなアフリカの実態を把握するには、静態的で同質的な地域区

分を設けるよりも、 「変動」 「移動」 「異質性」 「流動」などの側面か ら検討を加え ることが

有効ではないだろうか。

また、地域区分が大なり小な り 「数の論理」に もとついておこなわれているという点にもあ

らためて検討すべき問題がある。ひとまとめに くくられた 「地域」の中に 「異質」な部分が存

在 して も、それが取 るに足 らない人口の場合には無視 されがちである。大局観 を得るためには

そうせ ざるを得ないという事情はわか らないで もないが、 しか し、何のために地域区分を試み

るのか。世界の諸地域が 「西欧合理主義」あるいは 「資本主義」という単一の原理で統合され

支配 されようとしている。それはけしか らん、世界のさまざまな地域にさまざまな個性的な価
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値を認めようというのが、そもそもこうした地域 区分の趣旨ではなか ったか。それならばたと

え、人口規模からみて取るに足 らないような小さな社会で も、それが固有な ものであるかぎり、

認めていかなければな らないであろう。

さ らに、本研究ではラン ドサ ッ トなどの衛星データを用いた地域分析 の方法を試みたが、こ

のよ うな新 しい方法をさらに広 く、地域の社会や歴史の理解に活用することも今後の課題であ

ろう。
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